
日付 イベント 時間
対象・
定員

参加費・
入場料

申込
方法

申込期間
申込期限

問い
合わ
せ先

7/26(木) 岐阜県美術館
幼児と子どもの造形教室[わたしののれ
ん]

10:00-
15:30

幼児・子供
保護者も参加
してください

6/23-7/5

①

瑞浪市化石博物館
「初級コース 化石の研究入門編」

9:30-
16:00

小学4年以上
30人

500円
教材費込

はがき 7/1より
先着順 ⑩

7/27(金) 瑞浪市化石博物館
「初級コース 化石の研究入門編」

9:30-
16:00

小学4年以上
30人

500円
教材費込

はがき 7/1より
先着順 ⑩

7/28(土) アクアトト・ぎふ
「ナイトツアー」

16:30-
20:30

小学生とその
家族※幼児
参加は要相
談

大人：
4,000円
小学生：
3,300円

はがき 7/14必着

⑪

アクアトト・ぎふ
「プレアクア・スクール」夏の森たんけん

10:00-
12:00

年中児、年長
児、親子参加

300円 はがき、
HP

7/21
⑪

岐阜県博物館
「家族でナイトウォッチング」

15:30-
21:30

70名 入館料+
材料費
500円

電話、
HP

電話：
7/27まで
HP：7/24
まで
先着順

③

岐阜市
第56回全国選抜長良川中日花火大会

19:15-
20:45

長良川河畔（長良橋～金華橋間）、小雨決行（荒天時は9/1(土)
に延期）、約30,000発

大垣市
第56回岐阜新聞大垣花火大会

19:30-
20:45 

大垣市東伊町地内揖斐川河畔、小雨決行（荒天時は7/29(日)に
延期）、約3,000発

恵那市
第41回恵那納涼水上花火大会

20:00-
21:00 恵那峡湖畔、小雨決行（荒天時は7/29(日)に延期）、約2,000発

坂祝町
がんばろう日本 爆裂大花火

19:30-
20:10

坂祝小学校南側の木曽川河川敷、雨天決行（荒天時は未定）、
約6,000発

7/29(日) 岐阜県博物館
「古文書入門２」

13:30-
15:00

30名 入館料 電話、
HP

電話：
7/28まで
HP：7/25
まで
先着順

③

岐阜県美術館
企画展ワークショップ「水をさわって川に
なる」

10:00-
15:30

年長児～小
中学生32名

申し込み
後に案内

往復は
がき

7/8
先着順 ①

多治見市
平成24年度多治見市制記念花火大会

19:30-
20:30

土岐川河川敷（陶都大橋～国長橋間）、小雨決行（荒天時は8/5
（日）に延期）、約2,100発

イベントスケジュール
７月２６日～７月２９日

岐阜大学男女共同参画推進室 文部科学省科学技術人材育成費補助金 
『女性研究者支援モデル育成』事業 

～ＮＥＷＳ Ｌｅｔｔｅｒ～  25号 2012.7 

＊夏休みこどもガイド配布中！  
＊実施報告 
＊学内保育園たより 

・・ T O P I C S ・・ 
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 学内で働く全教職員を対象に、「働く親のための夏休みこどもガイド2012」

を配布しています。 

 本ガイドでは、子どもも親も充実して夏休みを過ごせるように、岐阜県内の 

体験学習や子どもが参加できるイベント情報（8月26日まで）などを紹介して

います。  

   コンテンツ 

イクメンプロジェクト紹介 

イベントスケジュール 

急な病気・けがのときは？ 

おやこで遊ぼう！ 

パパメニュー 

*男女共同参画推進室（カモ
ミール・カフェ）で配布してい
ますので、ご希望の方はお立ち
寄りください。 
  また、電話やEメールでも受
け付けています。学内便にてお
送りいたします。 
 

働く親のための夏休みこどもガイド

岐阜大学男女共同参画推進室

2012

場所 診療科目 診療時間帯 持っていくもの

岐阜市民病院内
小児夜間急病センター
（鹿島町7丁目1番地）
TEL 058-251-1101（代）

小児科 月曜日～土曜日
19：30～23：00
（受付は22：30まで）
※日曜・休日・
12月31日～1月3日は
休診します。

健康保険証、福祉医療費受給者
証、
服用している薬の内容のわかる
もの（処方箋や説明書など）、
医療費等
※健康保険証などがない場合に
は自己負担になります。

★平日・土曜日の夜間の場合（15歳以下のお子さんを対象）

★休日の日中および夜間の場合

休日急病診療所（内科、小児科） 休日急病歯科診療所

所在地 岐阜市青柳町5-3 岐阜市青柳町5-2-4

電話番号 058-253-7711 058-252-2122

診療日 日曜日、休日、年末年始（12月31日～1月3日）

診療時間

10：00～12：00、13：00～17：00、
19：00～23：30

10：00～12：00、13：00～17：00

受付は各終了時刻の30分前までにお願いします。

持っていく物
健康保険証、福祉医療費受給証、
服用している薬の内容のわかるもの（処方箋やその説明書など）、医療費等
※健康保険証などがない場合には自己負担になります。

★子どもが急な病気になったときの電話相談窓口

●小児救急電話相談（岐阜県総合医療センター）

急病、ケガなどの応急処置や対応方法、医療機関の受診について専門の相談員が電話でアドバイスします。
（ただし、電話での診療はしません。）

相談時間 月～金曜日18：00～翌朝8：00
土曜・休日・年末年始（12/29～1/3）8：00～翌朝8：00（24時間）

電話番号 プッシュホン回線、携帯電話→♯8000
プッシュホン回線でない固定電話や公衆電話→058-240-4199

●救急病院案内（岐阜地域救急医療情報センター）

夜間や休日でも対応できる医療機関を紹介します。

電話番号 058-262-3799（24時間対応）

HP 岐阜県広域災害・救急医療情報システムのページ
（http://www.qq.pref.gifu.lg.jp/qqscripts/qq/qq21.asp）
「診療可能な病院・診療所案内」のページで検索することができます。

* 状況によっては、受診できない場合がありますので、受診の際は、必ず事前に医療機関に電
話で対応可能かを確認してから、健康保険証、医療費などを持ってお出かけください。

急な病気・けがのときは？

働く親のための夏休みこどもガイド2012 配布中 
裏表紙も 
お楽しみ♪ 
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サイエンス夢追い人育成プロジェクト 実施報告 

日時：平成2４年６月１３日(水） 対象：岐阜県立長良高等学校１年生401名 

酸性土壌に強い植物を作るために 

応用生物科学研究科 修士課程１年 杉本美貴さん 

ＪＡ出資農業生産法人の役割に関する研究と留学生活 

連合農学研究科 博士課程３年 張文梅さん 

 講義の前半では、酸性土壌において植物が生育阻害を受ける原理を説明したのち、

遺伝子組み換え技術を用いた酸性土壌耐性植物の創出を目指し行っている研究につい

て説明しました。進路選択については、中学生時代に遺伝子組み換え技術を用いて作

成された青いバラを見たことで理科に強く興味を持ったことなどを紹介しました。最

後に、「将来の自分を思い描いて、そうなるためにはどんな情報が必要なのかを考え

て行動して。」と伝えました。 

 講義の前半では、日本農業において少子高齢化に伴い農業を担う人材の不足が深刻化

している現状を紹介したのち、新しく登場した農業生産法人の地域農業の振興に果たす

役割と効果に関する実証的研究について紹介しました。後半では、留学に至った経緯や

留学して感じたこと、日本と中国の違いなどを話し、「どの道でも成功する可能性があ

る。選んだ道を後悔しないで進んで。」とメッセージを送りました。 

 聞き手の年齢や文化などが自分とは違うことから、相手の興味のある部分をとらえる

ことが難しいと感じました。講義の準備をしたとき、スライドの作り方や講義の流れに

ついて色々な指導を受けたことで勉強になりました。今回の講義を通して、プレゼン

テーション能力を少し上げることができたと感じています。この活動に参加して、本当

に良かったと思います。 

 高校生でも理解できるように自分の研究内容について発表する事はとても難しかったで

す。特に私は遺伝子に関する研究をしているので、「遺伝子は難しい」という固定観念が

あるように感じました。私の高校でも進路学習の授業はありましたが、このように大学生

が高校生のレベルでもわかるように講義をするというものではなかったので、進路に関す

る意識づけの機会としてはとてもいいと感じました。かなり緊張してしまい、話す内容が

飛んでしまった部分もあるので、次回はもう少し落ち着いて講義ができたらと思いました。 

  講義を終えて 

 講義を終えて 

研究者の紆余曲折な半生と昼間飛ぶ蛾 

連合農学研究科 特別協力研究員 近藤勇介さん 

 講義の前半では、ガとチョウの違いについて紹介した後、昼行性のガでは、オスがメ

スを探し当てる際に、視覚とフェロモンのどちらを利用しているのか、また何を認識し

ているのかについて、風洞とガの標本を用いた実験により得られたデータを交えながら

説明しました。後半では、挫折を経験しながらも興味のあることを続けてきたこれまで

を振り返り、「失敗しても挫けないで。根気よく続けて。」と伝えました。 

 今回、このような機会をいただいて、講演を行うことができ、非常に良かったと思い

ます。とくに、対象となる聴衆の年齢層を意識しながら講演の内容を修正していく過程

は、プレゼンテーションの基本であり、もっとも難しい部分でした。30分間という限ら

れた時間の中で要点をまとめて、伝えることの難しさを改めて感じました。 

 高校生のみなさんの心に何か一つでもいいので印象に残せて、今後の参考になってく

れればと期待しています。 

 講義を終えて 
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日時：平成2４年６月１6日(土） 対象：岐阜市立青山中学校1,2,3年生69名 

土木工学で人の生活を豊かに―研究者への道― 

工学研究科 博士課程１年 大野沙知子さん 

 講義の前半では、高度経済成長期に整備された道路の老朽化が深刻な問題となって

いる現状について紹介したのち、自治体、企業、地域住民が一体となってより効率的

に道路を維持管理していくための仕組みづくりについて説明しました。後半では、状

況の変化を受け入れながら柔軟な姿勢で自分の好きなことを続けてきたこれまでを振

り返り、「興味のあることを一生懸命頑張って、そして楽しんでください！」とメッ

セージを送りました。 

  

講義を終えて 

 講師として講義をすることで、自分を振り返るきっかけになりました。どのくらい、

どの内容が伝わったかが気になるところですが、最後の感想で、道路は身近なことだと

わかったなど生徒さんが伝えてくれたので、ある程度内容を理解してくれたと思います。

内容が多かったかもしれないことと、ワークショップなどを入れたほうが、より考えて

もらうきかっけになったかもしれないと思います。 

 2回続けてお話することは、2回目に1回目の反省を反映できますが、集中力と体力

が必要になると思いました。 

 平成24年６月18日（月）第１限に、全学共通教育（複合領域）｢岐阜大学の教育研究と運営」

（コーディネーター：岡野幸雄理事）において、林 正子男女共同参画推進室長（副学長・地域科

学部教授）が講義を担当しました。｢男女共同参画社会の実現に向けて｣と題して、本事業および

男女共同参画推進への取組を紹介し、29名が受講しました。 

全学共通教育での講義  実施報告 

今でもなお、男性が働き、女性が家事全般という考えが残って

おり、それが女性の社会進出の妨げになっていると思う。 

男女の違いを認め合いながら男女の格差を減らしてほし

いと思う。 

男女の性質の違いを知り、男女別という仕組みも大切だ

と思う。 

「研究補助員配置制度」など、利用できる制度があるというこ

とが分かったけれど、知らなければ利用できないので、使える

制度を取りこぼしてしまわないためにも、もっと勉強していき

たいと思った。 

【 受講者の声（小レポートより） 】 

大学の教授と言えば男性という固定概念が染み付いてしまっていることに気が付いた。 

男女共同参画が進むと、男性の役割がさらに重要なもの

になると思う。 

岐阜大学において男女共同参画の推進に必要と思う項目（複数回答可） 

▲講義をする林正子室長 

11 

14 

3 

15 

16 

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

ジェンダー関連の講義の充実 

構成員（学生・教職員）のための意識改革セミナー 

学長のリーダーシップ 

ライフイベントに応じた支援 
（子育て・介護などのための制度・施設） 

女性の積極的登用のための施策（インセンティブなど） 
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岐阜大学男女共同参画推進室（人材開発部職員育成課男女共同参画係） URL：http://www1.gifu-u.ac.jp/̃sankaku/ 
〒501-1193 岐阜市柳戸1-1  Tel：058-293-3378 Fax：058-293-3396  Ｅ-mail：sankaku@gifu-u.ac.jp 

＊男女共同参画に関するご意見・ご要望は、男女共同参画推進室にお願いします。 

学内保育園 避難訓練を実施 

平成24年5月29日、学内保育園「すこやか」「ほほえみ」にて、避難訓練を行いました。 

幼児を乳母車に乗せて素早く避難 ハンカチで口を押さえ避難した園児 消火訓練を行うスタッフ 

 

 本年4月から、インターネットによる在宅研究支援システム（テレワークシステム）を運用しています。

本システムは、学外からＶＰＮ接続を利用して学内専用ＨＰにアクセスできるようにすることで、出産

や育児等により研究時間の確保が困難な女性研究者が育児等と研究の両立を図ることを目的にするもの

です。 

 

  

 

インターネットによる在宅研究支援システムの利用申請 受付中 

利用対象者：本学に雇用される研究者で次のいずれかに該当する者 

（１）産前産後休暇、育児休業中の女性研究者 

（２）小学校６年生までの子どもをもつ女性研究者 

（３）妊娠中の体調不良により，研究活動等の遂行に支障がある女性研究者 

（４）その他、男女共同参画推進室長が認める者  

 利用申請が認められた方には、ＩＤとパスワードを発行します。ＩＤおよびパスワー

ドについては、男女共同参画推進室において直接受け取ることを原則としています。 

＊本制度は、産前産後休暇、育児休業中の方に当該期間における研究を強いるものではありません。 
 利用については、体調に配慮をしながら無理のない範囲でご利用ください。 

利用申請は随時受け付けています。 

男女共同参画推進室
ＨＰから 

「テレワークシステムに
よる在宅研究支援」を 

クリック 

インターネットによる在
宅研究支援システム利用
申請書」をダウンロード 

申請書に必要事項を記入
して、男女共同参画推進
室に提出 

mailto:sankaku@gifu-u.ac.jp
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